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今回の大震災を特徴づけたもののひとつは，「ボランティア元年」とよばれ

るほどのボランティア活動の噴出であった．とくに，日ごろ「自己中心」とい

われていた若者たちがその多数を占めたことが注目の的となった．

第1章「災害ボランティアはいかに動いたか」（山下ほか）は、多くのボラン

ティアが錯綜して活動する複雑で多様な状況を、神戸市という広さのもとに掌

握した貴重な成果である．まず，ボランティアの活動パターンを「直接活動

型」「団体所属型」「行政登録型」「コーディネート型」の4つに分け，次に，神

戸市の各行政区の状況を検討するなかで，「行政登録型中心」「行政登録型・団

体型併存」「団体中心」の3タイプに類型化してその特質が考察される．さらに，

後半は，具体的な展開過程を，長田区を事例に追っている。個人ボランティア

の殺到と行政の対応，そこから試行錯誤的に生まれた「緊急支援システム」，

また，地元と外部からの団体ボランティア，そして，それらの間の「活動調整

システム」の形成．社会学の特性を発揮して過程の動態的ならびに構造的把握

が行われており，今後の教訓を汲み出せる考察となっている．

第2章「『ボランティア』とよばれたもの」（原田）は，筆者の体験をつうじ

て描かれたボランティア像である．一市民が「ボランティア」志願をして行動

していくなかで，いつしか「本部の人」「代表」とよばれ，また自称するよう

になる過程が淡々と綴られ，避難所の生活状況も浮かびあがってくる．このよ

うな論述は，参与観察による調査研究というジャンルに入れられることになろ

うが，観察というほどにはその志向性は強くなく，学校関係者，避難者，外の

人の境界にいわば自己無化して活動的に位置づきながら，ボランティアの行動

と意味が多義的に要請され表現される過程を表出している．

第3章「ボランティアと情報通信」（干川）は，被災地の淡路島に通信拠点を

おいてコンピュータ・ネットワークを利用した情報ボランティアの体験とその

ほかの数グループの経験を整理しながら，今次は被災地のなかでの立ち上げの

むずかしさ，絶対数の少なさ，利用の仕方の狭さなどで限界があったことを分

析する．しかし，インターネットによるバーチャルなコミュニティを基盤とし

て，停止・低下する行政の情報機能の補完，「リアルなNPO」にたいして「バ

ーチャルなNPO」活動の展開の可能性を考察している．この研究はこれからの
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情報ネットワークとボランティアの実際的発展に密接に連なっている．

第4章「ボランティア活動と異文化交流」（辻野）は，ある教会を舞台に展開

された，国籍と生活文化が異なる女性たちのボランティア交流を採録している．

震災とボランティアという固有の状況のなかで，共同作業をつうじて人間関係

が深まっていく過程を分析することによって，異文化性のなかにある「壁」が

どのように払拭されていったのかを知ることができる．

ボランティアについては，すでに早稲田大学社会科学研究所によって全体を

見渡せる報告書が刊行されている（1996）．ボランティア問題を，日本におけ

る災害ボランティア組織（日本災害救援ボランティアネットワーク）の立ち上げ

の問題に実践的に展開していった流れには，西宮ボランティアネットワーク

（1995），渥美（1997）などがある．また，市民活動への展開の流れには草地

（1995），本間ほか（1996）などがある．また，三上（1997）はリスク社会との

関連でボランティアを論じている．今や社会学をはじめ多くの分野でボランテ

ィアが論じられていき，ボランティア関係の学会も創設されるにいたっている．

また，ボランティア論はさらにNPO論へ発展していっている．
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